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1.本書は、宮崎県教育委員会が平成 16年度に国庫補助金を受けて実施した、農業基盤整備事業に

伴う発掘調査の概要報告書である。

2.調査は、文化課主査飯田博之、同主任主事松林豊樹、同主任主事和田理啓が担当した。調査にあ

たつては、宮崎県北諸県・西諸県・南那珂・中部各振興局、関係市町村教育委員会及び同農政部局

土地改良区の協力を得た。

3。 本書の執筆は各担当者が行つた。
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1.は じめに

県内では、各農林振興局管内において多くの農業基盤整備事業が行われている。

県文化課では、農業関連開発事業に対する埋蔵文化財の保護を図るため、その調整の一環として、

平成 16年度及び 17年度以降の事業対象地に関する試掘・確認調査を実施した。

本報告は、平成 16年度に実施した試掘・確認調査の内、4つの調査結果について概要を報告する

ものである。

2.県営経営体育成基盤整備事業高崎地区 (鍋前第 3遺跡)

(1)調査期間 平成 16年 5月 26日 (水)

(2)調査地  北諸県郡高崎町大宇大牟田字鍋前

(3)調査面積 16ポ
(4)調査の結果

今回は、 15年度に確認調査を実施できなかった部分の確認調査であり、調査姑象地の範囲を

確定させるためのものである。

調査は、4本の トレンチを設定して実施した。

その結果、 4.本のいずれの トレンチ (38～ 41ト レンチ)か らも遺物が出土した。 トレンチ

の上層はどの トレンチともほぼ同じ堆積で、 38と 39ト レンチに高原スコリア (I)が見られ

ものの、黒色土層 (Ⅱ )、 御池ボラが少量混入する黒色土層 (Ⅲ 。遺物出土層)、 黒色土と御池ボ

ラの混入層 (Ⅳ )、 御池ボラ層 (V)の順序で堆積している。

38ト レンチ   39ト レンチ   40ト レンチ  41ト レンチ

遺物出土層

機,穣

第 1図 鍋前第 3遺跡上層柱状図
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第 2図 鍋前第 3遺跡位置図
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2.県営経営体育成基盤整備事業山中地区 (山 中遺跡群)

(1)調査期間 平成 16年 11月 17日 (水 )

(2)調査地  小林市大宇細野字山中

(3)調査面積  18ポ
(4)調査の結果

本事業は、平成 15年度に採択になった。採択前の平成 14年度に、埋蔵文化財の取扱と事業の調

整をはかるために、確認調査を実施 してお り、広範囲に渡 り遺跡の存在が確認 された。今回の確認調

査は、 14年度に実施できなかった部分の掘 り下げを行 う補足調査である。

調査は4本の トレンチ (便宜上 50-1～ 4ト レンチとする。)を設定して人力で掘 り下げを行っ

た。

調査の結果、 50-2ト レンチで遺物が出上し、 50-3ト レンチで黒褐色土から暗黄褐色上に掘

り込まれた柱穴が確認できた。柱穴の埋土は黒色土である。50-4ト レンチでは遺物の出土はなく、

遺構も確認されなかった。前回、 50-4ト レンチ付近に設定した トレンチでも遺物等の検出はなか

つた。
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第4図 山中遺跡群位置図
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L

-5-



50-1

表 土

床 土

黒色土

褐色土

黒褐色土

暗黄褐色土

アカホヤ

50-2      50-3

表  土

褐色土

黒色土

褐色土

黒黄褐色土

暗黄褐色土

ア|力'ホ ヤ

表 土

褐色土

黒色土

黒褐色土

暗黄褐色土

アカホヤ

50.cm

100cm

150cШ

50-4

表土及び

客土

褐灰色土

100cm

150cm

第 6図 山中遺跡群土層柱状図

黒色土
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作業状況

50-4トレンチ 作業状況
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3.県営中山間地域総合整備事業酒谷地区 (川辺ヶ野遺跡)

(1)調査期間 平成 17年 1月 25日 (火)～ 1月 81日 (月 )

(2)調査地  日南市大宇吉野方字)|1辺 ヶ野

(3)調査面積  38ピ
(4)調査の結果

調査実施箇所は、酒谷川の左岸、標高約 50～ 60mの 台地で、本事業の愛宕越農道の改良を行 う

部分である。現在は、畑地として利用されている。 日南市教育委員会が鉄塔建設に伴い本発掘調査を

実施 した遺跡が近接地に所在する。

調査は 6本の トレンチを設定して人力及び重機により掘 り下げを行つた。

6本の トレンチすべてで、鬼界アカホヤ火山灰層が確認 され、これを挟むように褐色土、黒褐色土

層が堆積 していた。 3ト レンチと6ト レンチで見られるように、鬼界アカホヤ火山灰層が斜めに堆積

している状況が見られ、 3～ 6ト レンチを設定した部分は、谷地形がはいつていたようである。

明確な遺構は検出できなかったが、 5ト レンチでは、断面に柱穴と考えられる落ち込みが確認でき

た。遺物は、 5ト レンチ、アカホヤ上層の褐色土と暗褐色上の混入層で数点検出されたが他の トレン

チでは遺物の出土はなかった。
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1ト レンチ

2ト レンチ
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3ト レンチ

4ト レンチ
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5ト レンチ
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4.県営経営体育成基盤整備事業跡江地区

(1)調査期間 平成 17年 1月 24日 (月 )～ 1月 31日 (月 )

(2)調査地  宮崎市大字跡江方字無田ノ上・雀田・深田

(3)調査面積 約 80ピ
(4)調査の結果

調査実施箇所は、大淀川が本庄川と分岐し大きく南に蛇行する部分の右岸、国指定史跡生目古墳群

が位置する跡江丘陵の南側に広がる沖積地である。現況は水田として開墾されている。

近辺では、平成 11年度に県道南俣宮崎線の道路改良に伴い宮崎県教育委員会により井尻、雀田、

両遺跡の発掘調査が行われ、古代から中世にかけての水田跡が検出されている。

調査は20本の トレンチを設定して人力により掘削し、重機を使用 し埋め戻しを行った。

地表下約30～ 40cmで全ての トレンチから高原スコリアを含む層が確認 され、土質の状況からこの層

に水田面が広がっていると思われる。

また、 15～ 20ト レンチからは、弥生土器が集中して出土してお り、明確な遺構は確認できなか

つたが、当該期の遺跡が展開すると思われる。

また、自然科学分析も行ってお り平成 16年度末には14C年代およびプラン トオパール分析の結果

が出る予定である。
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第12図 調査地位置図
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平成16年度実施試掘・確認調査一覧

No. 事業地 区名 遺跡名 。所在地 調査期間 調査担当
県営中山間地域総合整備事業
高 騰 抽 戻

鍋前第 3遺跡
高崎町大字大牟田字鍋前

平成16年 5月 26日 飯田博之

９

ｐ

県冨桂冨体育成丞盤要莱
山中地区

山中遺跡群
′К林市大卒糸m野車 II!中

平成16年 11月 17日 飯田博之

3
県営中山間地域総合整備事業
洒谷 拍 戻

川辺ヶ野遺跡
日南市大字吉野字川辺ヶ野

平成 17年 1月 25日

～31日
飯田博之

4
県冨農地保全整備事莱
平長谷地区

都城市平塚町
平成17年 2月 21日
⌒V23日 飯田博之

5
県営経営体育成基盤事業
浮婦 抽 戻 都城市金田町 平成17年 3月 飯田博之

6
県冨桂 宮体 育成丞盤 事莱
跡江 加 灰 宮崎市大字跡江

平成 17年 1月 24日

～31日
和田理啓

7
県営中山間地域総合整備事業
古屋・三反野地区

大平山第 3遺跡外
綾町大字南俣字大平山外

平成17年 3月 和田理啓
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